
（児
童

・生
活

保
護

班
）

１
　

児
童

福
祉

関
係

　
(1

)　
家

庭
児

童
相

談
の

状
況

　
　

①
　

相
談

受
付

・
処

理
件

数
(令

和
5
年

3
月

3
1
日

現
在

)

助 言 指 導

継 続 指 導

他 機 関 あ っ せ ん

藤
里

町

三
種

町
2
1

2
2

2
5

3
4

2
1

2
5

八
峰

町
1

1
1

1

そ
の

他

計
2
1

2
2

1
2
6

3
5

2
1

2
6

　
　

②
　

受
付

経
路

別
処

理
件

数

　
　

　
区

分

町

児 童 相 談 所

県 福 祉 事 務 所

県 そ の 他

市 福 祉 事 務 所

市 町 児 童 委 員

市 町 保 健 セ ン タ ー

市 町 そ の 他

保 育 所

児 童 福 祉 施 設

指 定 医 療 機 関

警 察 署

保 健 所

医 療 機 関

幼 稚 園

学 校
教 育 委 員 会 等

里 親

児 童 委 員 （ 通 告 の

仲 介 を 含 む ）

家 族 ・ 親 戚

近 隣 ・ 知 人

児 童 本 人

そ の 他
計

藤
里

町

三
種

町
1

2
4

2
5

八
峰

町
1

1

そ
の

他

計
1

1
2
4

2
6

山 本 福 祉 事 務 所 扱 い 山 本 福 祉 事 務 所 扱 い

未 処 理 件 数 ( 年 度 末 現 在 )

児 童 虐 待 相 談

そ の 他 の 相 談

肢 体 不 自 由 相 談

視 聴 覚 障 害 相 談

言 語 発 達 障 害 等 相 談

重 症 心 身 障 害 相 談

知 的 障 害 相 談

発 達 障 害 相 談

ぐ 犯 行 為 等 相 談

触 法 行 為 等 相 談

性 格 行 動 相 談

不 登 校 相 談

適 正 相 談

処
理

件
数

 (
年

度
中

)

面
接

指
導

（
令

和
4
年

3
月

3
1
日

現
在

）

児 童 売 春 等 被 害 相 談

児 童 相 談 所 送 致

知 的 障 害 者 福 祉 司 ・ 社 会

福 祉 主 事 指 導

助 産 又 は 母 子 保 護 の 実 態 に

係 る 都 道 府 県 知 事 へ の 報 告

そ の 他

計

 受
付

件
数

町

保 健 相 談

そ の 他 の 相 談
計

い じ め 相 談

養
護

相
談

障
害

相
談

非
行

相
談

育
成

相
談

(再
掲

)

育 児 ・ し つ け 相 談

児 童 虐 待 通 告
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　(２)　児童扶養手当・特別児童扶養手当支給状況

　　①　市町村別受給者状況

全部支給 一部支給 全部停止 支給 停止

藤里町 18 8 10 28 6 6 6

三種町 121 41 57 23 167 29 29 31

八峰町 39 18 20 1 57 10 10 11

能代市 112 109 3 122

合　計 178 67 87 24 252 157 154 3 170

　　②　新規認定・資格喪失等状況

認定件数 却下件数 取下件数

11 11 4

20 19 1 3

※ 資格喪失件数は、年齢到達によるものを除く。

資格喪失
件数

児童扶養手当
（山本福祉事務所）

特別児童扶養手当
（山本福祉事務所）

　　　　区分

市町
受給者数

受給対象
児童数

区　分
認定請求

件数

(令和5年3月31日現在)

児童扶養手当 特別児童扶養手当

(令和4年度)

受給者数
受給対象
障害児数
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　(1)　母子世帯の年齢別・原因別状況

2 10 2 14 36

6 38 15 59 163

5 71 23 99 259

4 13 8 25 61

1 1

17 132 49 198 519

病死 4 5 9 7

交通事故 1

産業災害

自殺 2 1 2 5 1

その他 1 1 4

小計 2 6 7 15 13

13 110 36 159 432

2 16 5 23 72

1 1 2

17 132 49 198 519

　(2)　母子世帯における母の就労状況及び児童の状況

区分

自 営 業 主 2 2 10

常用雇用者 10 83 40 133 280

臨時雇用者 5 5 73

日雇雇用者

パ ー ト 6 37 3 46 101

内 職 者 2

その他就労者 1 1 2

無 職 1 3 6 10 45

不 明 1 1 6

17 132 49 198 519

就 学 前 4 29 9 42 95

小 学 校 9 42 24 75 238

中 学 校 5 40 10 55 147

高校・高専 3 48 17 68 178

短期大学 2 1 3 2

大 学 1 6 7 35

専修学校その他 4 1 5 25

就 業 9 1 10 96

無 職 7

そ の 他 6 11 17 19

24 185 73 282 842計

計

就
労
し
て
い
る
者

子
供
の
状
況

死
別

藤里町 三種町 八峰町 計

（令和4年8月1日現在）

市町

その他

計

拘禁

未婚の母

行方不明

配偶者の障害

離婚

遺棄

原
因
別

30歳代

能代市

２　母子寡婦及び父子福祉関係

（令和4年8月1日現在）

市町

区分

20歳未満

藤里町 三種町 八峰町 計 能代市

年
齢
別

60歳以上

計

40歳代

50歳代

20歳代
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　(３)　父子世帯の年齢別・原因別状況

区分

1 1 3

2 1 3 23

3 16 7 26 46

1 5 2 8 23

1 2 3 6

4 25 12 41 101

病死 1 2 3 12

交通事故

産業災害

自殺

その他

小計 0 1 2 3 12

4 24 9 37

89

1 1

4 25 12 41 101

　(４)　父子世帯における父の就労状況及び児童の状況

区分

自 営 業 主 2 5 7 11

常用雇用者 4 19 7 30 87

臨時雇用者

日雇雇用者

パ ー ト

内 職 者

その他就労者 1 1

無 職 3 3 3

不 明

4 25 12 41 101

就 学 前 2 2 6

小 学 校 2 5 4 11 31

中 学 校 3 10 5 18 42

高校・高専 3 10 4 17 32

短期大学 3 3

大 学

専修学校その他 1 1

就 業 1 1 2 3

無 職 20

そ の 他 3 2 5

8 34 17 59 134

子
供
の
状
況

計

計

死
別

原
因
別

拘禁

未婚の父

行方不明

配偶者の障害

離婚

遺棄

60歳以上

計

40歳代
年
齢
別

藤里町 三種町

50歳代

20歳代

30歳代

市町

20歳未満

（令和4年8月1日現在）

市町

就
労
し
て
い
る
者

その他

計

八峰町 計 能代市

藤里町 三種町 八峰町 計 能代市

（令和4年8月1日現在）
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　(５)　母子家庭・寡婦相談状況

藤里町 三種町 八峰町 能代市 その他 計

2 2

2 2

貸 付
償 還 4 12 12 15 30 73
貸 付
償 還 1 3 4

4 12 12 16 33 77

4 14 12 16 33 79

　(６)　父子家庭相談状況

藤里町 三種町 八峰町 能代市 その他 計

貸 付
償 還

0 0 0 0 0 0

経
済
的
支
援

・
生
活
援
護

生
活
一
般

経
済
的
支
援

・
生
活
援
護

（令和5年3月31日現在）

公 的 年 金

小計

就 職
そ の 他

教 育
非 行

小計
養 育

借 金
そ の 他

結 婚
養 育 費

合計

児
童

母子福祉資金

寡婦福祉資金

そ
の
他

児
童

父子福祉資金

そ
の
他

そ の 他
小計

小計
父子世帯向公営住宅（法31条の8）

税
そ の 他

児 童 扶 養 手 当
生 活 保 護

家 庭 紛 争
就 労

住 宅
医 療 ・ 健 康

市町 山本福祉事務所扱い
区分

小計
合計

母 子 福 祉 施 設 の 利 用
母 子 生 活 支 援 施 設

た ば こ 販 売
母 子 世 帯 向 公 営 住 宅

小計
売 店 設 置

税
そ の 他

児 童 扶 養 手 当
生 活 保 護

公 的 年 金

小計

就 職
そ の 他

教 育
非 行

小計
養 育

借 金
そ の 他

結 婚
養 育 費

山本福祉事務所扱い
区分

家 庭 紛 争
就 労

住 宅
医 療 ・ 健 康

市町

生
活
一
般
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　(７)　母子父子寡婦福祉資金の利用状況

（単位：件数、※（）内の数字の単位は千円）
（令和5年3月31日現在）

1 (1,152) 1 (1,152)

1 (1,152) 1 (1,152)

計

母 子 寡 婦 家 庭
住 宅 整 備 資 金

母
子
福
祉
資
金

父
子
福
祉
資
金

寡
婦
福
祉
資
金

　　　　　　　　　　　　　市町
区分

能代市 藤里町 三種町 八峰町

住 宅

転 宅

就 学 支 度

結 婚

計

技 能 習 得

修 業

就 職 支 度

医 療 介 護

生 活

結 婚

計

事 業 開 始

事 業 継 続

修 学

医 療 介 護

生 活

住 宅

転 宅

就 学 支 度

事 業 継 続

修 学

技 能 習 得

修 業

就 職 支 度

転 宅

就 学 支 度

結 婚

計

事 業 開 始

修 業

就 職 支 度

医 療 介 護

生 活

住 宅

計

事 業 開 始

事 業 継 続

修 学

技 能 習 得

　　　　　　　　　　　　　市町
区分 能代市 藤里町 三種町 八峰町
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(１)　女性相談の状況（相談種別） （令和5年3月31日現在）

延 人 員 計 11 14 2 1 28

能代市 藤里町 三種町 八峰町
その他
不　明

計

夫
等

子
供

親
族

交
際
相
手

経
済
問
題

医
療
関
係

人
間
関
係

人 身 取 引

実 人 員 計 8 7 2 1 18

ヒ モ ・ 暴 力 団 関 係

５ 条 違 反

不 純 異 性 交 遊

売 春 強 要

住 居 問 題

帰 住 先 な し 1 1

妊 娠 ・ 出 産

そ の 他

病 気

精 神 的 問 題

求 職

そ の 他

生 活 困 窮

借 金 ・ サ ラ 金

家 庭 不 和 1 1

そ の 他

男 女 問 題

ス ト ー カ ー 被 害 1 1

そ の 他 1 1

そ の 他 の 者 の 暴 力

生活の本拠を共にする
交 際 相 手 か ら の 暴 力

同 性 の 交 際 相 手
か ら の 暴 力

そ の 他

交際相手からの暴力 1 1

親 の 暴 力 2 2

その他の親族の暴力

養 育 困 難

そ の 他

そ の 他 1 1

子 ど も の 暴 力

8

酒 乱 ・ 薬 物 乱 用

離 婚 問 題 1 1 2

３　女性保護関係

市町
区分

夫 当 の 暴 力 3 5
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新規

再来

計

割合

注1

注2

来所

訪問

電話

計

割合

7

他
の
婦
人
相
談
所

他
の
婦
人
相
談
員

縁
故
者
・
知
人

そ
の
他

計

1 11

民
間
シ
ェ

ル
タ
ー

他
の
相
談
機
関

社
会
福
祉
施
設
等

医
療
機
関

教
育
関
係

福
祉
事
務
所

婦
人
相
談
所
・
婦
人
相
談
員
へ
移
送

他
府
県
の
婦
人
相
談
所
・
婦
人
相
談
員
へ
移
送

3 2

1 3

1

労
働
関
係

本
人
自
身

警
察
関
係

法
務
関
係

5

3

8

44.4%

婦
人
保
護
施
設
に
入
所

自
立
（

ア
パ
ー

ト
等
へ
の
入
居
）

帰
宅
（

直
近
の
住
居
へ
）

新規：受付したケースが完結するまで１とし、その間の相談は延件数。

再来：女性相談所又は女性相談員に以前に一度でも相談したことがあり、その相談の処理済み後、再び相談に来たもの。

　　　　完結後、再度相談に来た場合は、再来１となる。

年
度
末
現
在
未
処
理
人
員

福祉事務所

処理済み実人員

無
断
退
所

助
言
・
指
導
の
み

そ
の
他

計

年
度
中
指
導
延
件
数

訪
問
調
査
指
導
延
件
数
（

再
掲
）

18

5.6%5.6% 16.7% 27.8%

3 5 1

母
子
生
活
支
援
施
設

他
の
社
会
福
祉
施
設

そ
の
他
の
関
係
施
設
へ
移
送

帰
郷
（

実
家
・
親
類
宅
）

友
人
・
知
人
宅

入
院

自
費
で
利
用
で
き
る
ス
テ
ッ

プ
ハ
ウ
ス
等

8 8 13

1 1 1

1816 28

7 2 9 14

（令和5年3月31日現在）

（令和5年3月31日現在）

88.9% 11.1%

2

(3)　女性相談の処理状況

(2)　女性相談の状況（経路別）

36



(4)　配偶者暴力相談支援センターの状況　(令和5年3月31日現在）

　①　相談件数

届出あり 届出なし 届出不明 交際相手 元交際相手

来所 5 5 5

電話 6 6 5 1

その他

計 11 11 10 1

注：被害者本人からの相談延件数

　②　法第１４条第２項、第６条関係

件数

-

-

-

法：配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

　③　日本語が十分に話せない被害者からの相談件数

女性 男性

来所

電話

その他

計 0 0 0

　④　障害者である被害者からの相談件数

女性 男性
知的・精神

障害
身体障害

来所

電話

その他

計 0 0 0 0 0

　⑤ 交際相手からの暴力に関する相談件数 ⑥ ストーカー行為等に関する相談件数

女性 男性 女性 男性

0 0 1 1

件数
女性 男性 離婚済

件数

件数

計 通報 計

第１４条第２項に基づき裁判所から更なる説明を求められた件数

第６条による通報を受けた件数
（配偶者の暴力の発見者による通報等）

性別

性別 障害種別

性別 加害者との関係

配偶者
生活の本拠を

共にする（した）

第１４条第２項に基づき裁判所から書面提出を求められた件数
（保護命令事件の審理の方法）
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４　生活保護関係

　(１)　保護の状況 (令和４年度平均)

1,098 5,645 2,560 9,303 21,098

2,718 14,438 6,192 23,348 48,045

28 176 59 263 686

44 216 78 338 859

16.2 15.0 12.6 14.5 17.9

39 179 72 290 758

18 99 22 139 593

5 3 8 40

施 設 2 15 3 21 17

居 宅 9 67 18 94 177

計 11 82 21 115 194

入 院 2 18 4 23 31

入 院 外 30 180 62 272 659

計 32 198 66 295 690

1 3 5 13

2

※　数値は年平均値で端数処理しているため、各計は必ずしも合計とは一致しない。

　管内の令和４年度の生活保護状況は、月平均263世帯338人で、平均保護率は14.5‰となり、前年度か

ら減となった。

　被保護世帯の世帯類型別状況は、高齢者世帯が174世帯（66.2％）と最も多く、その他世帯が56世帯

（21.3%）、障害・傷病世帯が27世帯(10.3％)、母子世帯が５世帯(1.9％)となっている。また、世帯の

人員別状況では、単身世帯が208世帯（79.1％）となっている。

　保護申請件数は57件で、34件開始となっている。主な開始理由は「預貯金等の減少・喪失」によるも

のが24件、次いで「世帯主の傷病」８件などである。廃止件数は48件で、理由は「死亡」によるものが

21件、「稼働収入の増加・取得」９件等となっている。地域の高齢化が進んでおり、預貯金もなく年金

のみで生活維持が困難な世帯からの申請は続くものと思われる。

被
保
護
人
員
内
訳

教 育 扶 助

出 産 扶 助 ( 実 人 員 ）

生 業 扶 助 ( 実 人 員 )

葬 祭 扶 助 ( 実 人 員 ）

藤里町

介護扶助

医療扶助

被 保 護 世 帯 数

被 保 護 人 員

保 護 率 ( ‰ )

生 活 扶 助

住 宅 扶 助

市町
計 能代市

区分

世 帯 数 (R4.10.1)

人 口 (R4.10.1)

三種町 八峰町
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　(２)　保護開始・廃止理由別の状況 (令和４年度)

申 請 数 9 37 11 57 97

開 始 7 19 8 34 65

却 下 ・ そ の 他 2 15 3 20 34

廃 止 6 28 14 48 84

世 帯 主 の 傷 病 6 2 8 8

世 帯 員 の 傷 病 1 1 2

稼働者の死亡・離別等 1 1 4

稼働収入の減少・喪失 9

預 貯 金 ・ 手 持 金 ・
仕送り等の減少・喪失

6 12 6 24 38

そ の 他 4

計 7 19 8 34 65

世 帯 主 の 傷 病 治 癒 1 1

世 帯 員 の 傷 病 治 癒

死 亡 ・ 失 そ う 1 14 6 21 42

稼 働 収 入 の 増 1 6 2 9 3

施 設 入 所 6

働 き 手 の 転 入

年 金 ・ 仕 送 り 増 6

そ の 他 4 8 5 17 27

計 6 28 14 48 84

計 能代市

決定状況

開　始

廃　止

市町

　区分
藤里町 三種町 八峰町
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　(３)　保護の推移

藤里町 三種町 八峰町 計 能代市 秋田県 全　国

人 口 (H25.10.1) 3,617 17,841 7,729 29,187 56,683 1,050,132 127,414千人

被 保 護 世 帯 数 25 222 75 322 837 11,531 1,591,846

被 保 護 人 員 37 319 99 455 1,182 15,454 2,161,612

保 護 率 ( ‰ ) 10.2 17.9 12.8 15.6 20.9 14.7 17.0

人 口 (H26.10.1) 3,500 17,412 7,510 28,422 55,684 1,036,861 127,237千人

被 保 護 世 帯 数 26 225 71 323 835 11,629 1,612,340

被 保 護 人 員 42 323 93 458 1,156 15,382 2,165,895

保 護 率 ( ‰ ) 12.0 18.6 12.4 16.1 20.8 14.8 17.0

人 口 (H27.10.1) 3,405 17,050 7,291 27,746 54,805 1,023,151 127,095千人

被 保 護 世 帯 数 32 223 70 324 826 11,703 1,629,743

被 保 護 人 員 51 307 89 447 1,145 15,336 2,163,685

保 護 率 ( ‰ ) 15.0 18.0 12.2 16.1 20.9 15.0 17.0

人 口 (H28.10.1) 3,323 16,714 7,142 27,179 53,841 1,009,659 126,933千人

被 保 護 世 帯 数 31 226 68 326 823 11,658 1,637,045

被 保 護 人 員 49 305 88 443 1,131 15,080 2,145,438

保 護 率 ( ‰ ) 14.7 18.2 12.3 16.3 21.0 14.9 16.9

人 口 (H29.10.1) 3,206 16,337 6,695 26,238 52,858 995,374 126,706千人

被 保 護 世 帯 数 30 210 63 304 818 11,522 1,640,854

被 保 護 人 員 48 276 78 404 1,104 14,721 2,124,631

保 護 率 ( ‰ ) 15.0 16.9 11.2 15.2 20.9 14.8 16.8

人 口 (H30.10.1) 3,099 16,000 6,824 25,923 51,826 980,684 126,443千人

被 保 護 世 帯 数 30 205 65 299 803 11,410 1,637,422

被 保 護 人 員 48 263 81 392 1,067 14,461 2,096,838

保 護 率 ( ‰ ) 15.5 16.4 11.9 15.1 20.6 14.7 16.6

人 口 (R1.10.1) 3,004 15,534 6,653 25,191 50,842 965,927 126,167千人

被 保 護 世 帯 数 28 193 71 292 794 11,312 1,635,724

被 保 護 人 員 46 249 91 386 1,040 14,201 2,073,117

保 護 率 ( ‰ ) 15.3 16.0 13.7 15.3 20.5 14.7 16.4

人 口 (R2.10.1) 2,907 15,131 6,503 24,541 49,952 952,005 126,146千人

被 保 護 世 帯 数 28 184 72 284 782 11,036 1,636,959

被 保 護 人 員 45 237 97 379 1,006 13,717 2,052,114

保 護 率 ( ‰ ) 15.5 15.7 14.9 15.4 20.1 14.4 16.3

人 口 (R3.10.1) 2,806 14,798 6,396 24,000 49,006 944,874 125,502千人

被 保 護 世 帯 数 25 185 64 273 768 10,856 1,641,512

被 保 護 人 員 40 234 86 359 975 13,410 2,038,557

保 護 率 ( ‰ ) 14.3 15.8 13.4 15.0 19.9 14.2 16.2

人 口 (R4.10.1) 2,718 14,438 6,192 23,348 48,045 929,915 124,947千人

被 保 護 世 帯 数 28 176 59 263 758 10,645

被 保 護 人 員 44 216 78 338 961 13,040

保 護 率 ( ‰ ) 16.2 15.0 12.6 14.5 20.0 14.0

※　数値は年平均値で端数処理しているため、各計は必ずしも合計とは一致しない。

2
年
度

3
年
度

4
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

30
年
度

元
年
度

　　　　　　　　     市町村

区分

25
年
度

26
年
度
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　(４)　救護施設入所の状況 (令和5年4月1日現在)

2

1 1 1 3 5

1 1 3

3

1 1 2 4 13

　(５)　被保護世帯の労働力類型別状況及び世帯類型別状況 (令和４年度平均)

常 用 3 11 3 17 7

日 雇 41

内 職 1 1 4

そ の 他 1 2 1 5 11

小　計 4 13 5 23 63

2 3 3 8 8

6 16 8 31 71

21 160 51 233 615

28 176 59 263 686

高 齢 者 11 114 38 162 362

傷 病 ・ 障 害 者 4 14 2 20 89

そ の 他 4 16 6 26 109

小　計 19 144 46 208 560

医療単給(再掲) 7 7 22

高 齢 者 2 8 2 12 30

母 子 1 4 5 28

傷 病 ・ 障 害 者 1 6 1 8 16

そ の 他 5 16 11 31 51

小　計 9 34 14 56 125

医療単給(再掲) 1 1

28 176 59 263 686

※　数値は年平均値で端数処理しているため、各計は必ずしも合計とは一致しない。

　(６)　扶　助　費 単位：円　(令和４年度)

事務所分

国保連分

事務所分

支払基金分

※町村別扶助費は速報値である。

能代市

藤里町 三種町 八峰町 計 能代市

進 学 準 備 給 付 金

合　計 438,349,975 円

藤里町 三種町 八峰町 計

世帯主が
稼働

単身世帯

2人以上
の世帯

管内（藤里町、三種町、八峰町）

介護 24,531,787 円

医療 240,240,815 円

葬 祭 730,550 円

施 設 事 務 費 9,732,295 円

就 労 自 立 給 付 金 213,193 円

237,672,494 円

出 産

生 業 2,098,031 円

教 育 979,714 円

343,520 円

24,188,267 円

2,568,321 円

区分

生 活 127,496,630 円

住 宅 32,326,960 円

小　計

稼 働 者 な し

計

計

市町

労
働
力
類
型

世
帯
類
型

誠 幸 園 ( 十 和 田 市 )

計

市町
区分

世 帯 員 が 稼 働

市町
区分

玉 葉 荘

ひ ば り ヶ 丘 ホ ー ム

ま こ と ホ ー ム ( 十 和 田 市 )
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５　生活困窮者自立支援関係

（１）　相談状況 （令和４年度）

藤里町 三種町 八峰町 管内

新規相談受付件数（総数） 1 10 1 12

プラン作成件数（総数）

住居確保給付金

一時生活支援事業

家計相談支援事業

就労準備支援事業

就労訓練事業

自立相談支援事業による就労支援

生活福祉資金等による貸付

生活保護受給者等就労自立促進事業

（２）　学習支援の状況 （令和４年度）

実登録者数 7

実施回数 48

参加者（延べ人数） 67

参加者（実人数） 7

集合型

就労支援対象者数
（プラン期間中の一般就労を目標にしている）

管内

法
に
基
づ
く
事
業
等
利
用
件
数

そ
の
他
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